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第１章 概要 

 
本章は、ＳＣ－８２７７／８２５７／８２３７／８２１５ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ（以降、 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒと呼称することがあります）の概要を記述しています。 
 

１．１ 特徴 
 
ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ＢＳＣ系手順、ＨＤＬＣ系手順、無手順のホストや端末の設備を変

えることなく、専用線ネットワーク／光ループ／ＦＤＤＩ等をＩＰネットワークに統合することが

可能です。 
 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＨＤＬＣ系には以下の特徴があります。 

 
（１）ＴＣＰ／ＩＰカプセリング機能 

ＨＤＬＣプロトコルのIフレームや制御フレームをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングしま

す。 

また、ＴＣＰ／ＩＰパケットをＩフレームや制御フレーム変換します。 

 

（２）各種制御機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ＨＤＬＣプロトコルを単純にＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリ

ングするだけでなく、フィルタリング機能等を持ち、高信頼性を実現します。 

 

（３）各種メンテナンス機能 

ＰＣまたは前面の簡易キーボードとＬＣＤを使用して、設定やメンテナンスが可能です。 

設定変更や障害時の切り分けが容易に行えます。 

 

ＳＣ－８２７７には上記の特徴に加えて、以下の特徴があります。 
 
（１） 最大４８ポートのサポート 

通信基板を１２枚装着することにより、ＷＡＮ側最大４８ポートの構成が可能です。 

多ポートを集約したことにより、ラックマウント時で弊社製ＳＣ－８２５５と比較して最大 

５３％のスペース効率がアップします。 

 

（２） フェイルセーフ機能 

監視切替制御基板（ＭＣＵ）による自動切替機能を持ち、フォールバック・スイッチと連動し

て通信基板故障時に予備基板と自動的に切り替えます。 

また、電源部は各通信基板に搭載し、電源故障時の影響を最少化します。 

 

 （３） ホットスワップ機能 

システム稼働中に通信基板の増設、交換が可能です。 
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１．２ 位置付け 
 
ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ホストまたは端末とＩＰネットワークの間に位置し、ＨＤＬＣ系手順の

Ｉフレームや制御フレームをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 
 

図 １．１ システム構成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Μ：モデム 

IPTranslator 

 

ＨＤＬＣ系手順 V.24／V.28 

端末 

Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 

 

ＨＤＬＣ系手順 V.24／V.28，X.21

端末 

Μ

Μ

IPTranslator 

V.24／V.28，X.21

IPTranslator 

ホスト 

ＨＤＬＣ系手順
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１．３ サポート構成 
 
ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＨＤＬＣ系は、以下のシステム構成をサポートします。 
 
（１）Ｓｏｌｕｔｉｏｎ１ 
 
 

端末  
端末  

専用線ネットワーク等 

M

M

ホスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M ：専用線モデム等  
 
 

ＤＴＥ設定で使用 

ＤＴＥ設定で使用 

端末 
 

端末 
 

IPTranslator 

ＩＰネットワーク 

IPTranslator 

ホスト 
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（２）Ｓｏｌｕｔｉｏｎ２ 
 
 

端末 
 

M

M

公衆回線網 

ホスト  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本システム構成では、端末側からの

発信のみのサポートとなります。 

：公衆モデム M

端末 
 

V.25bis仕様公衆モデム 

ＤＴＥ設定で使用 

ＤＣＥ設定で使用 

IPTranslator 

ＩＰネットワーク 

IPTranslator 

M

M

公衆回線網 

ホスト 
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１．４ 基本機能 

 

（１）ＴＣＰ／ＩＰカプセリング機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ホストまたは端末とＩＰネットワークの間に位置し、ＨＤＬＣ系

手順のＩフレームや制御フレームをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 
これにより、専用線、ＦＤＤＩ、光ループ等の回線をホスト、端末を変更することなしにＩＰネ

ットワークに統合が可能です。 
 

図 １．２ プロトコル構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ｶﾌﾟｾﾘﾝｸﾞ機能 

TCP 

IP

V.24/V.28 
Ｘ.21 

10BASE-T/５ V.24/V.28
Ｘ.21 

ＨＤＬＣ系

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

 

アプリケー

ション 

V.24/V.28 
Ｘ.21 

ＨＤＬＣ系 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

 

アプリケー

ション 

外部機器 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ

ｶﾌﾟｾﾘﾝｸﾞ機能 

TCP 

IP

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ 

10BASE-T/５V.24/V.28 
Ｘ.21 

ホスト 

（２）各種制御機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＨＤＬＣは、以下の制御機能を持ち、信頼性を高めています。 

 

・フィルタリング機能 

・ポーリング代理応答機能 

・マルチドロップ機能 
 
詳細は、２章を参照してください。 
 

（３）プロトコルサポート機能 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＨＤＬＣは、以下プロトコルをサポートします。 

 

 ＨＤＬＣ ＵＮクラス   例：ＳＤＬＣ 

 ＨＤＬＣ ＢＡクラス   例：ＬＡＰＢ 

 ＨＤＬＣ ＵＡクラス 
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（４）監視機能 

 

監視用の専用基板により、各通信基板の状態が監視できます。（ＳＣ－８２７７／８２５７のみ） 

各基板の稼働状況をホストに通知することができます。（ＳＣ－８２７７のみ） 

また、ファン状態の監視を行います。 
 

（５）切替機能 （ＳＣ－８２７７のみ） 

 

ＭＣＵ基板により、故障基板を自動的に予備の基板に切り替えることができます。 

また、前面のキーボードから手動での切替も可能です。 
 

（６）ホットスワップ機能 （ＳＣ－８２７７のみ） 

 
稼動中に基板の交換、増設が可能です。 
 

 （１）、（３）、（４）、（５）の詳細に関しては「機能解説書 全体概要編」を参照してください。 
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第２章 機能解説 

 
本章は、ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＨＤＬＣ系についての解説を記述しています。 
 

２．１ 基本伝送仕様 

基本伝送仕様を表２－１に示します。 

表２－１ 基本伝送仕様 

項番 項目 内容 標準値 

１ 適用回線 専用線，公衆回線 専用線 
２ ハードウェア 
インターフェイス 

Ｖ．２４／Ｖ．２８ 
Ｘ．２１（専用線タイプのみ）SC-8215を除く － 

３ 伝送速度   1.2K / 2.4K / 4.8K / 9.6K / 19.2K/48K/64K/128K 
シングルポート版時には、上記以外に 
192K/256K/384K/512K/768K/1.536M 

9.6kbps 

４ 回線構成 ポイントツーポイント 
ポイントツーマルチポイント 

ポイントツー 
ポイント 

５ 通信方式 全二重通信方式 － 

６ 同期方式 フレーム同期方式 － 

７ 誤り制御方式 ＦＣＳ － 

８ 符号化形式 ＮＲＺ／ＮＲＺＩ ＮＲＺ 

９ ＲＳ信号 制御する（送信時のみＯＮ）／しない（常時ＯＮ） しない 

１０ 送受信クロック 内部（ＳＴ１）／外部（ＳＴ２、ＲＴ） 外部 

１１ Ｉフレーム長 最大４０９６バイト（マルチポート版時） 

最大６２００バイト（シングルポート版時） 
２８６ 

１２ 局設定 ホスト側／端末側 端末側 

１３ 発着呼制御手順 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２５ｂｉｓ － 
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２．２ ハードウェアインターフェイスと伝送速度 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、使用回線によって以下の制限があります。 

 

 （１）ＳＣ－８２３７／１５ マルチポート版使用時 

 

 ［Ｖ．２４／Ｖ．２８、Ｘ．２１］ 

   （Ｘ．２１は、ＳＣ－８２１５を除く） 

使用ポート数 通信速度の制限 

１ポート １２８Ｋｂｐｓ以下 

２ポート 各ポート４８Ｋｂｐｓ以下 

 

（２）ＳＣ－８２７７／５７ マルチポート版使用時 

   各通信ボード単位に以下の制限があります。 

 ［Ｖ．２４／Ｖ．２８、Ｘ．２１］ 

 

使用ポート数 通信速度の制限 

１ポート １２８Ｋｂｐｓ以下 

２ポート 各ポート４８Ｋｂｐｓ以下 

３、４ポート 各ポート１９．２Ｋｂｐｓ以下 
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（３）ＳＣ－８２７７／５７／３７ シングルポート版使用時 

   各通信ボード単位に以下の制限があります。 

 ［Ｖ．２４／Ｖ．２８、Ｘ．２１］ 

 

使用ポート数 通信速度の制限 

１ポート １．５３６Ｍｂｐｓ以下 

 

 

   （注１）１ポート使用時は、原則としてＣＨ１をご使用ください。 

   （注２）１２８Ｋｂｐｓ以上の通信速度を使用する場合には、Ｘ．２１インターフェースをご使用 

ください。 

   （注３）１９２Ｋｂｐｓ以上の通信速度を使用する場合には、フレーム間に以下に示すフラグが必要 

       となります。 

通信速度 フレーム間フラグﾞ数 

１９２Ｋｂｐｓ ２個以上 

２５６Ｋｂｐｓ ３個以上 

３８４Ｋｂｐｓ ４個以上 

５１２Ｋｂｐｓ ６個以上 

７６８Ｋｂｐｓ ８個以上 

１．５３６Ｍｂｐｓ １６個以上 

 

 9



 

２．３ 動作シーケンス 

 

以下にＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＨＤＬＣ系における動作シーケンス例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator 端末 

ＲＲ 

ＲＲ 

Ｉ 

Ｉ 

Ｉ Ｉ 

Ｉ Ｉ 

Ｉ 

ＲＲ 

Ｉ 

Ｉ 

ＲＲ 

Ｉ 

ＵＡ 

ＳＡＢＭ 

ＳＡＢＭ 

ＵＡ 
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２．４ フレーム・フォーマット 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、以下のフレームフォーマットをサポートします。 

情報部がないフレームもフレームとしてカプセリングの対象とします。 

情報部がなくかつアドレス部または制御部がないフレームはショートフレームとして破棄します。 

ＦＣＳが異常なフレームも破棄します。 

 

Ｃ Ｆ 

Ｆ
Ｃ
Ｓ 

情報部 Ａ Ｆ 

 

 

 

 

  Ｆ：フラグシーケンス 

  Ａ：アドレス部 

  Ｃ：制御部 

  ＦＣＳ：フレームチェックシーケンス 

 
２．５ カプセリング機能 

 

ホストまたは端末から受信したＩフレームや制御フレームをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングしま

す。 

また、ＴＣＰ／ＩＰパケットをＩフレームや制御フレームに変換します。 

 
 

ホスト／端末        ＥａｒｔｈＮｅｔ                 回線 

IP 
ヘッダ 

TCP 
ヘッダ 

独自 
ヘッダ C A 

FCS F F CA 情報部IP 
ヘッダ 

TCP 
ヘッダ 

独自 
ヘッダ CA 情報部 

IPTranslator
 
 
 

Ｉフレーム  
 
 

F FCS F CA 
 

制御フレーム 
 
 
 
  （注）独自ヘッダは、ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ間の内部処理のために必要です。 
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２．６ フィルタリング機能 

 

ＩＰネットワークの一時的な障害やパケットのロストが発生した場合、単純なカプセリングのみで伝送

を行うと送信側のシーケンンスが受信側に反映されない場合があり得ます。 

下図の場合、通常ホスト側ではＳＮＲＭが秒単位でリトライしますが、端末側では瞬時にリトライとな

ります。 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslato

一時的

な障害 

SNRM

SNRM 

SNRM 

SNRM 
SNRM 

SNRM

SNRM 

SNRM 

端末  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでは、下図のようにＴＣＰの応答が返る前の再送制御フレームをフィルタリ

ングします。 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTransl

一時的

な障害 
SNRM 

SNRM

SNRM 

SNRM 

SNRM 

SNRM 

端末  
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２．７ ポーリング代理応答機能 
 

 ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでのＨＤＬＣ ＵＮクラスで動作させた場合、以下のようになります。 

 ポーリング動作によって、秒秒当たり５０～２００パケットのＩＰパケットが伝送されます。 

 回線数が多い場合ネットワークの負荷を上げるため、問題となる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端末 

ＲＲ 

ホスト ＩＰネットワーク

ＲＲ 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

Ｉ 

ＲＲ 
ＲＲ 

Ｉ 

ＳＮＲＭ 

ＵＡ 
ＵＡ 

ＳＮＲＭ 

IPTraIPTra

ポーリング

動作 
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ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒをポーリング代理応答機能ありで動作させた場合、以下の動作となります。 

ポーリング動作開始後、一定時間ポーリングのみが伝送される状態になった後、Ｎ回に１回ポーリング

をスルーし、それ以外は、ホスト側のＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが代理応答します。 

ＩＰパケットの数を１０％～５０％程度にすることが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト ＩＰネットワーク 端末 

ＲＲ 

ＲＲ 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

一定期間ポーリング動作がのみが継続すると代理応答開始し、

Ｎ回に１回スルーでフォワードする。 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

IPTranslatorIPTranslator 

ポーリング 
動作開始 
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２．８ 公衆回線網使用時の接続／切断機能 

 

         IPTranslator                 IPTranslator 

  ホスト    DCEモード                DTEモード   モデム側 

ER OFF 

DR OFF 切断通知 

ER OFF 

DR OFF 

端末から 
切断の場合 

DR OFF 

ER OFF 切断通知 

DR OFF 

ER OFF 

ホストから 
切断の場合 

接続中

DR ON DR ON 
ER ON 接続完了 ER ON 

CI ON/OFF 接続通知 CI ON 

ER OFF DR OFF 

電源 ON 電源 ON 
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２．９ マルチドロップ機能 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでは、専用線等でマルチドロップ形式接続されているシステムの回線の置き

換えも可能となっています。 

ＨＤＬＣフレームのアドレス毎に宛先のＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒのＩＰアドレスと物理ポートアドレ

スの指定が可能となっていますので、柔軟なネットワーク構成をとることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       Ｄ：分岐装置 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ

 
端末 端末 端末 

Ｄ 

IPTranslator 

Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 

IPTranslator 

ホスト 

 
端末 

IPTranslator

端末 
 

端末 

IPTranslator IPTranslator 

Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 

IPTranslator 

ホスト

ホスト

端末 

端末 端末 
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２．１０ 通信設定項目 
（１）モード 

動作モードとして、ＤＴＥ，ＤＣＥを指定します。 

 

（２）適用回線 

（１）をＤＴＥモードとした場合に有効です。専用線，公衆回線を指定します。 

 

（３）通信速度 

１．２Ｋｂｐｓ，２．４Ｋｂｐｓ，４．８Ｋｂｐｓ，９．６Ｋｂｐｓ，１９．２Ｋｂｐｓ， 

４８Ｋｐｂｓ，６４Ｋｂｐｓ，１２８Ｋｂｐｓが選択可能です。 

シングルポート版では、上記以外に１９２Ｋｂｐｓ，２５６Ｋｂｐｓ，３８４Ｋｂｐｓ， 

５１２Ｋｂｐｓ，７６８Ｋｂｐｓ，１．５３６Ｍｂｐｓが選択可能です。 

 

（４）ＲＳ信号の制御 

する，しないを指定します。 

 

（５）伝送クロック 

内部，外部を指定します。 

 

（６）伝送コーディング 

ＮＲＺ，ＮＲＺＩを指定します。 

 

（７）最大Ｉフレーム長 

情報フレームの最大バイト長を指定します。 

マルチポート版では、最大４０９６バイトまで設定可能です。 

シングルポート版では、最大６２００バイトまで設定可能です。 

 

（８）局設定 

ＵＮクラスまたはＵＡクラスの場合にホスト側，端末側を指定します。 

 

（９）マルチポール 

ＨＤＬＣフレーム内のアドレス毎に宛先を変更する場合に、アドレスと宛先ＩＰアドレスと 

物理ポートアドレスを指定します。 

 

（１０）フレーム間フラグ送信 

フレーム間にフラグ送信をする，しないを指定します。 
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（１１）フレーム間タイムフィル時間 

フレーム送信前に挿入するデレィ時間を指定します。０～２５５ｍｓが設定可能です。 

 

（１２）同一フレームフィルタリング機能 

フィルタリング機能（詳細は２．６参照）を使用する，しないを指定します。 

 

（１３）代理応答機能 

ポーリング代理応答機能（詳細は２．７参照）を使用する，しないを指定します。 

（８）をホスト側とした場合に有効です。 

 

（１４）代理応答開始時間 

（１３）を使用するとした場合に有効です。代理応答開始までの時間を指定します。 

 

（１５）代理応答中の入力間隔 

（１３）を使用するとした場合に有効です。代理応答開始後、Ｎ回に１回代理応答せずに 

スルーしますが、このＮ回を指定します。 

 

（１６）トレースフィルタリング機能 

マルチポール時の通信トレース収集時に、アドレスフィールドのアドレスチェックをする，しない

を指定します。 

 

（１７）無通信タイマ 

無通信タイムアウト時間を指定します。１～６５５３５秒とタイムアウトなしの設定が可能です。

（１）をＤＴＥモードで（２）を公衆回線とした場合と（１）をＤＣＥモードとした場合に有効で

す。 

 

（１８）接続完了待ちタイマ 

（１）をＤＴＥモードで（２）を公衆回線とした場合に有効です。端末からの着信後、ホスト側Ｉ

ＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒからの接続完了待ちタイムアウト時間を指定します。１～２５５秒の設定

が可能です。 

 

（１９）接続完了後ＤＲｏｎ待ちタイマ 

（１）をＤＴＥモードで（２）を公衆回線とした場合に有効です。ホスト側ＩＰＴｒａｎｓｌａｔ

ｏｒからの接続完了受信でのＥＲ信号ＯＮ後、モデムからのＤＲ信号ＯＮ待ちタイムアウト時間を

指定します。１～２５５秒の設定が可能です。 
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（２０）初回リンキング回数 

（１）をＤＣＥモードとした場合に有効です。ＥＲ信号をチェックするまでのＣＩ信号ｏｎ／ｏｆ

ｆ回数を指定します。 

 

（２１）トータルリンキング回数 

（１）をＤＣＥモードとした場合に有効です。ＣＩ信号ｏｎ／ｏｆｆの総回数を指定します。 

１～２５５回まで設定可能です。 

 

（注）初回リンキング回数とトータルリンキング回数の設定には、次の関係があります。 

初回リンキング回数 ＜ トータルリンキング回数 
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２．１１ ネットワーク設定項目 

（１）自局アドレス 

自ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒのＩＰアドレスを指定します。 

 

（２）ネットマスク 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒを接続するネットワークのネットマスク値を指定します。 

 

（３）自局ポート 

自ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒのＴＣＰポート番号を指定します。 

 

（４）相手局ポート 

相手ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒのＴＣＰポート番号を指定します。 

 

（５）相手先ＩＰアドレス 

相手ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒのＩＰアドレスと物理ポートアドレスを指定します。 

通信設定のマルチポールが指定されている場合には、無効です。 

 

（６）ゲートウエイ情報 

相手ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが別ネットワークに存在する場合、相手ネットワークアドレスとゲ

ートウエイアドレスを指定します。 

デフォルトゲートウエイを指定することも可能です。 

 

（７）監視装置ＩＰアドレス 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒを監視する装置がある場合に、監視する装置のＩＰアドレスを指定しま

す。 

本システムでは、指定しないでください。 

 

（８）同一ネットワークリトライ設定 

同一ネットワークの相手機器に対してのＴＣＰリトライタイマを指定します。 

指定方法は、以下の通りです。 

①タイマ設定単位 

 １秒，０．１秒を指定します。 

②タイマ設定値 

タイマ値を指定します。０．１秒単位の場合、０．１～１２．７まで，１秒単位の場合、 

１～２５まで指定できます。 

 

（９）別ネットワークリトライ設定 

別ネットワークの相手機器に対してのＴＣＰリトライタイマを指定します。 

指定方法は、（８）と同様です。 
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（１０）リトライ回数 

ＴＣＰリトライ回数を指定します。 

 

（１１）ＡＲＰテーブル制御 

ＩＰデータ受信にて、ＡＲＰテーブルを更新する，しないを指定します。 

本システムでは、指定しないでください。 

 

（１２）Ｗｉｎｄｏｗフロー制御 

ＴＣＰ Ｗｉｎｄｏｗフロー制御をする，しないを指定します。 

本システムでは、指定しないでください。 

 

（１３）Ｗｉｎｄｏｗサイズ値 

初期ＴＣＰ Ｗｉｎｄｏｗサイズ値を指定します。 

本システムでは、指定しないでください。 

 

（１４）Ｒ＿Ｒｅｑリトライ回数 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ内部処理のリトライ回数を指定します。 

本システムでは、指定しないでください。 
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「空白」 
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第３章 使用上の注意事項 

 

３．１ 遅延時間に関して 
 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒを使用する場合、伝送路にＩＰネットワークを使用するため、専用線等を使

用する場合に較べて伝送時間が増大します。以下、ＨＤＬＣ時の伝送遅延の目安に関して記述します。 

 

（１）前提条件 

前提条件として 

・ＩＰネットワーク上で経由するＷＡＮは１個。 

・ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ間のＴＣＰコネクションが既に確立していること。 

・ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒの設定は標準設定 

とします。 

 

（２）遅延時間の定義 

遅延時間の定義は、「受信側ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒがフレームを受信終了後、送信側ＩＰＴｒ

ａｎｓｌａｔｏｒが送信終了までの時間 ≒ 専用線を使用した時と比較して遅れる時間」としま

す。 

 

（３）遅延時間の算出 

データ長：Ｙオクテッド、回線スピード：Ｓｂｐｓ 

内部遅延時間：Ｌ 

ｌｏ＝ＬＡＮオーバヘッド＝（（Ｙ＋Ｈ）＊８／Ｍ）＊２＋Ｎ 

Ｈ＝各ヘッダ長の和＝MAC ﾍｯﾀﾞ長+IP ﾍｯﾀﾞ長+TCP ﾍｯﾀﾞ長+独自ﾍｯﾀﾞ長＝７４ 

ＬＡＮのスピードＭ［メガ］、ルータ間遅延時間 Ｎ 

ｒｓｄ＝ＲＳｏｎからＣＳｏｎまでの遅延時間、ＲＳ制御なしの場合は０ 

 

遅延時間＝２Ｌ＋（Ｙ＋６）×８／Ｓ＋ｒｓｄ＋ｌｏ 

 

 

データ長（オクテット） 内部遅延時間（ミリ秒） 

１０ 約３ 

２５６ 約４ 

１０２４ 約６ 

 

（４）注意点 

 

フレーム中に５個以上のビット’１’が連続すると遅延時間が増大します。 
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３．２ 遅延発生時の問題点 
 

ネットワーク上の遅延時間が大きく、応答待ちタイムアウト時間以上となった場合、以下のシーケン

スとなり、通信異常が発生します。 

 

 

   ホスト    IPTranslator       ﾈｯﾄﾜｰｸ     IPTranslator       端末 

                    ルータ    ルータ 

 

ACK

RR(B) 

I 

RR(A) 

ＲＲ(A) 

ポーリング

応答待ちタ

イムアウト

が発生 

ＲＲ(B) 

DT[I]

RR(A)の Iで

あるため、

破 棄 さ れ

る。 

DT[RR(B)]I 

ACK

DT[RR(A)]

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記シーケンスのようにネットワーク遅延時間が大きい場合には、ルータ間で優先制御または帯域制

御を行うことで、対応してください。 
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３．３ 応答待ちタイマとＴＣＰリトライタイマ，カウンタの関係 
 

ＨＤＬＣ系プロトコルの応答待ちタイマとＴＣＰリトライタイマ，カウンタには、次の関係が成立する

ように設定してください。 

  応答待ちタイマ ≧ ＴＣＰリトライタイマ × （ＴＣＰリトライ回数 ＋ １） 
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「空白」 
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Appendix-A（規約） 

 

ＲＦＣ番号 Ｔｉｔｌｅ 

７９１  Internet Protocol 

７９２  Internet Control Message Protocol 

７９３  Transmission Control Protocol 

８２６  Ethernet Address Resolution Protocol 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 内容 

Ｖ．２４  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の相互接続回路の規定 

Ｖ．２８  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の電気的特性の規定 

Ｖ．２５bis  自動起呼／自動応答手順についての規定 

 

ＩＳＯ規約 内容 

３３０９  ＨＤＬＣ手順のフレーム構成 

４３３５  ＨＤＬＣ手順の手順要素 

７８０９  ＨＤＬＣ手順の手順クラス 
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「空白」 
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